
病院内での気管挿管実習に関する説明と承諾書  

実施予定日：平成  年  月   日  

平成16年7月より気管挿管でなければ気道確保が困難な心肺機能停止となっている患者さんに  

寸して、救急救命士が気管挿管の実施が可能となりました 
。   

しかしながら、救急の現場で救急救命処置の一つである気管挿管を実施することは多くの経験と  

Eしい知識が必要とされます。そこで今回は患者さんに病院の医師の指導のもとに病院に実習に来  

⊂いる実習生に気管挿管の手技をさせていただきたく存じます。   

もちろん上記の行為は治療の一環として医師の立ち会いのもと安全性を十分確保む指導して実施  

′＼たします。   

詳細は以下の文をお読みになり気管挿管の実習にご協力をお願いいたします。  

ー、習生は救急救命士資格取得者です。  

実習生が行う内容は以下のものです。   

1 麻酔導入時マスクによる自発呼吸下酸素吸入   

2 導入後のマスクによる人工呼吸から喉頭展開   

3 気管挿管、 管の固定、人工呼吸の再開   

上記のいずれの項目に関しても麻酔医・その他の実習を指導する医師が立ち会い、責任をもって患者さん  

の安全を確保します。上記以外のすべての処置は、担当医師が行います。   

実習に伴う合併症として、0000などが考えられます。万が一これらの発生時には迅速に対処いたしま  

す。しかし、これらの発生頻度は専門医師が行った場合 と同頻度と推測されております。  

またたとえ実習をお断りされても患者様の治療等にいかなる不利益を生じませんことを申し添えます。  

ご協力を重ねて御願いいたします。   

平成＿年＿月～ 日   

説 明 医 師  

実  習  生  

所  属  

立  会  人  

病院 病院長殿  

私は、担当医師から実習生が実習を行うことについて上記のように説明を受けました。  

医師の確実な指導のもとに救急救命士が実習を行うことについて承諾いたします。  
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平成一年＿月＿ 日  

患者氏名  

保護者氏名  （患者さんとの続柄）  
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消 防 散 策 ヲ 0 号  

区政指発第椚潮摘椚号  
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敦急救命士の薬剤投与の実施に係るメディカルコントローバレ捧制の  

充実強化について  

「救急救命士法施行規則の一部を改正する省令」（平成17年3月10日厚生労働省令  

第26号）等が公布され、平成18年4月1日から、救急救命士の行う致急激余処置とし  
て、医師の具体的指示下での薬剤投与の実施を認めることとなったが、こうした処置範囲  
拡大の前提として、事後検証の実施を含めたメディカルコントロール体制の充実強化が不  
可欠である。   

従前より、「救急救命士の気管内チューブによる気道確保の実施に係るメディカルコン  
トロール体制の充実強化について（平成16年3月23日消防庁救急救助課長、厚生労働  
省医政局指導課最適知）」等でも周知しているところであるが、薬剤投与の実施について  
は、卑引二下記の事項に十分に留意し、救急救命士制度の円滑な運用を図られるようお願い  
したい。   

また、真部道府県内市町村（消防の事務を処理する組合を含むD）及び関係団体等に対  
しこの旨周知願いたい。  
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記  

1 医師からの具体的指示5指導体制の充実   

致急救命士が薬剤投与等を適正に行うためには、迅速かつ確実に医師の具体的な指示  

を受ける必要があることから、その実施に当たり、常時継続して医師からの具体的指示   

B指導を受けられる体制の充実を図ること。   

2 プロトコールに沿った実施   

薬剤投与のプロトコール（以下「プロトコール」という。）については、平成16年   

度厚生労働科学研究「救急救命士による特定行為の再検討に関する研究」報告書にある   

「薬剤投与の適応と業務プロトコール」（別添1）を参考にしつつ、地域メディカルコ   

ントロール協議会（以下、「地域MC協議会」）で作成すること。   

救急救命士は、プロトコールに習熟した上で、プロトコールに沿って医師の具体的指   

示に基づき、薬剤投与を適切に実施することにより、救命効果の向上を図ること。  

3 所定の知識の習得   

医師の具体的指示下での薬剤投与を実施する際、平成18年3月31日以前の救急救   

命士の国家試験に合格した者は、「救急救命士の薬剤投与の実施のための講習及び実習   

要領について」（平成17年3月10日医政指発第0310002号厚生労働省医政局指導課長   

通知）に定める講習及び実習（以下、「追加講習及び実習」という。）を修了する必要が   

あること。  

なお、平成18年4月1日以降の救急救命士の国家試験に合格した者は、救急救命士   

学校養成所指定規則の【部を改正する省令（平成17年文部科学省口厚生労働省令第1   

号）による改正後の救急救命士学校養成所指定規則に基づく教育内容を修得しているこ   

とから追加講習及び実習を修了する必要はないこと。  

4 事後検証体制の確立等   

医師の具体的指示下での薬剤投与については、地域MC協議会が設置され、事後検証   

体制が確保されていることが前提であり、事後検証を行う際には、薬剤投与を実施した   

際の観察結果、投与状況等必要事項を正確に把握する必要があることから、事後検証票  
（別添2）を参考にし、必要に応じて地域MC協議会で見直し等を行うよう努めること。  
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薬剤投与の適応と業務プロトコール  

臣対象者∃  

心臓機能停止の傷病者  

臣適応∃  

8歳以上の心臓機能停止傷病者のうち、、以下のいずれかに該当するもの   

① 心電計モニター波形で心室細勒／無脈性心室頻拍を呈する例（目撃者の有無は問わない）   

② 心電計モニター波形で無脈性電気活動を呈する例（目撃者の有無は問わない）   

③ 心電計モニター波形で心静止を呈し、且つ目撃者のある例  

E薬剤投与の業務プロトコールヨ  

1．傷病者を観察し、心臓機能停止及び薬剤投与の適応について確認する。  

2．薬剤投与を実施する場合、その都度直接医師の具体的指示を受ける。  

E注1苫 薬剤を再投与する場合、毎回使用前に直接医師の具体的指示を要請する。  

臣注2∃ 薬剤投与を行う場合、指示を出す医師と継続的に会話ができる状態を保持する。  

臣注3一 葉剤投与を行った事例は地域メディかレコントロール協議会において事後検証を受けるも   

のとする。  

3．感染に対するスタンダードプレコーション及び針刺し事故対策に努める。  

4．静脈路の確保方法は、特定行為としての静脈路確保方法に準ずる。  

5．静脈路確保に要する時間は1匝】90秒以内として、試行は原則1回とし、3匝］以上を禁ずる。  

は4ヨ 静脈路確保に失敗した場合、それより末梢側での静脈路再確保を禁ずる。  

6．薬剤はエビネフリンに限定する。  

7．エビネフリンは1mg／1mlに調整したプレフィルドシリンジのものとし、エビネフリンの投与量は年  

齢、体重にかかわらず1回1mgとする。  

已注5】エビネプリンの投与量は、本剤の添付文書で「蘇生などの緊急時には、エビネフリンとして、   

通常成ノし1回0．25mgを越えない量」とあるが、最近の医学的知見を踏まえ、現行では1回1mg   

とする。  

8．薬剤投与経路は経静脈とする。  

E注6ヨ ェピネフリンの気管投与については、有効性に関するエビデンスが存在しないこと及びプ   

ロトコール化に関する安全性の確保が困難であることより、投与経路は経静脈に限る。  

9．エビネプリンを投与する直前に、再度頸動脈で拍動が触れないことを確認する。  

10．薬剤を静脈注射した際は、その都度乳酸リンゲル液20ml程度を一時全開で滴下もしくは後  

押しで投与するなどし、さらに薬剤を投与した肢を10～20秒巻上する。  

11．薬剤を投与した際は、毎回静脈路を確保した血管を入念に観察し、薬液の漏れを意味する  
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腫脹などがないかどうかを確認する。  

監注7ヨ 薬剤を静脈注射した後、薬剤の漏れがあった場合は、詩月風格の再確保を禁ずる。  

臣エビネフリンによる合併症苫  

1．自己心拍再開後の血圧上昇と心拍数増加が心筋酸素需要量増大を招き、心筋虚血、狭心  

症、急性心筋梗塞を引き起こす可能性がある。  

2．自己心拍再開後に、陽性変時作用による頻脈性不整脈を引き起こす可青巨性がある。  

3．大量投与は蘇生後神経学的予後を改善やず、蘇生後心筋障害を引き起こす可能性がある。   

静脈路確保が不確実な場合、薬液が血管外に漏れると局所の壊死を引き起こす可能性がある。  
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E心臓機能停止における業務プロトコールヨ   

本プロトコールは心臓機能停止に対する薬剤投与を含む総合的な処置の流れである。心室細  

勤／無脈性心室頻拍と心静止／無脈性電気活動に対する処置手順の一例を示す（図）。  

1．心臓機能停止を確認した場合、速やかに心肺蘇生法を開始し、自動体外式除細勤器の装着   
準備を行う。全ての心臓機能停止の傷病者が心室細勤／無脈性心室頻柏の可能性があるものと   

して初期対応に努める。  

2．心室細勤／無脈性心室頻拍を確認した場合、包括的指示による除細動プロトコールを実施す   

る。  

包括的指示による除細勤プロトコールを実施後、頸動脈で拍動が無いことを確認した場合、   

器具を用いた気道確保又は薬剤投与について医師の具体的指示を要請する。  

3．心静止／無月働生電気活動を確認した場合、器具を用いた気道確保又は薬剤投与の実施につ   
いて医師の具体的指示を要請する。  

4．器具を用いた気道確保の実施については、医師の具体的指示により気道確保のための器具  

（ラリンゲアルマスク、食道閉鎖式エアウェイ、気管内チューブ）を選択する。  

【注1】気管挿管については、必要な講習及び実習を修了した救急救命士が、地域メディカルコ   

ントロール協議会の定める気管挿管プロトコールに従って実施する。  

【注2】気道確保のための器具を挿入した後、換気と酸素の投与が確実に実施されていること   

を確認する。  

【注3】器具を用いた気道確保に時間がかかる場合や効果が不十分な場合はバッグ・バルブ・マ   

スクによる換気を継続する。  

5．薬剤投与の実施については、医師の具体的指示により静脈路確保及び薬剤投与を実施す   

る。  

【注4】薬剤投与する場合、その都度医師の具体的指示を要請する。  

E注5】薬剤投与直前に頸動脈で拍動の有無を確認する。  

6，薬剤投与前に傷病者が心室細勤／無脈性心室頻柏であった場合、薬剤投与30－60秒後に除   

細勤器により自動解析する。  
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除細勤器の自動解析で心室細勤／無脈性心室頻拍を確認し、頸動脈で拍動が触れないこと   

を確認した場合、必要に応じて連続3回まで通電してもよい。除細勤後、再度頚動脈で拍動を   

確認し速やかに搬送する。  

7．薬剤投与前に傷病者が心静止／′無脈性電気活動であった場合、．薬剤投与後に搬送準備に   

入る。  

8．傷病者家族に急変した時の様子や既往歴など心停止となりうる背景についての情幸糾文集を   

行う。また、外見や体表面の迅速全身観察により心停止の原因となりうる身体所見の有無を観零   

する。  

9、救急車内においては数分おきに除細動器モニターの波形および頸動脈で拍動を確言思する。   

効果がない場合は薬剤投与を前回投与後から5分毎に病院到着まで繰り返してもよい。   

i心室細動／無脈性心室頻拍では薬剤投与30n60秒後に自動解析を行いながら頸動脈で   

拍動を確認する。心室細勤／無脈性心室頻柏が続く場合には必要に応じて除細勤を行う。  

辻 心静止／無脈性電気活動においては薬剤投与1分後に心電図の評価と頸動脈で拍動の  

確認を行う。  

監注6ヨ 薬剤を再投与する場合はその都度医師の具体的指示を受ける。  

監注7ヨ 薬剤投与直前に頸動脈で拍動が触知しないことを確認する。  

10．心電図変化が認められた場合には直ちに頸動脈で拍動の確認を行い、心拍再開が確認さ   

れたらバイタルのチェックを行う。心電図が変化しても心拍再開がない場合はそれぞれのプロ   

トコールヘ進む。特に、心室細勤／無脈性心室頻拍の初回出現時は最優先で除細動プロト   

コールを実施する。  
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；二ご‾∴・∵∴  

⊥  
軍  

区垂亘宣亘直回   

去  

除細勤器モニター波形確認  

＼  

心皇細勤／無脈性心量頻柏  

※ それぞれのプロトコールに従う  

病 院 到 着  

回心臓機能停止における業務プロトコールの一例  
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搬送確認書「医療機関控え）  

塾鎚り二記項邑」重畳鮎＿⊥⊆三三ヱヱ上二〔麗  
※本紙については傷病者収容時に可能な限り記載し、未記載部分については医療鶴間の必要に応じて帰署後由壱   
報提供できるようにすること。  
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＿－、一1  

搬送確認書（医療機関控え）  

篭  静脈路確保   l   医師連携による  
／ √  ‾r   気道確保  

「ト⊥▲一J   

1  実 施 場 所  
）   

実施場所  摘  

命      し   ）   （  

J   （   

実施者氏名  

□VF □pulseless  
VT   

実施時刻  実施時刻  

処  h≠窒1虎保部柿  投与経路  

G   ロ経静脈路  
□単相性波形 口二  チューフ、   

置  
口その他  

ロふの他   
投与量（ ）mg  

1回目  投与回数（ ）回  

（J ）  

2回目  サげmmカブ容量  
中止・未実施理由：  

（J ）  

3回目  固定位置  

（J ）  

確認時刻  実施場所  

4回目  （ ）  

ー■－－－－－－■－一－－－－－－－－一－－－－－－－－－－■■－▼  

（J ）  実施者：□救命士□認  
5回目   実施者：□救命士 □医  

（J ）  師  

02＋㍑／m回／m  
氏名  

6回目  

（J ）  

結果：  

中止・未実施理由‥   
実施者：口Ⅰロロロ標準  

□救命士□認定救命士  

口医師  
氏名      実施者：口数命士□  

医師  

氏名   
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、■  ± 二1  搬送確認書（、救急隊控え）  

救急隊 隊長氏名  

救急救命士氏名  
平成  三  月  日（1 時 笥・  引責迷日時  

事故種別 口意踊 □交通 口一般 □転院 口加害 □皐睾 口火…‡ミ ロ水要筐  

口自然 口達勤 □自損 □他（   J  

出場番号  

発生  

場所  

初診時傷病名  ） （読）         ，    記入時刻  
医師署名   

：なし   

下記項目でご意見のある場合lか○印をつけてください。  

2．気道確保 3．削齢各確保 4．薬剤投与 5．その他  初診時程度別  

□死亡二初診時死亡が確認されたもの  

口重症：三週間以上の入院加療を要するもの  

口中等症：傷病の程度が重症又は軽症以外のもの  
口軽正二軽易で入院を要しないもの  

収容医療   

医師署  

医     ※□特記事項なし   

所  ロ雲連絡：下記項目でご意見のある場合lか○印をつけてください。   

冒 ノ」J  1．除細勤 2．気道確保 3．静脈路確保 4．薬剤投与 5．その他   打診  

□詑1  

口重ヨ  
口中等：  

初診時  
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救急活動記録票  

救急隊 隊長氏名  

救急救命士氏名  
平成  年  目  日（） 時 分  引継日時  

□労災 口火ガ・と  事故種別 □急病 □交通 ロー般 □転院 □加害  
□自然 □運動 □自損 □他（   ）  

出場番号  

町  丁目  番  号  
出 場 先  

（  

性別 □男 □女  

MTSH  年  

町  丁目  番  傷病者  

住  所  
氏名 等  

初診時傷病名  

収 容 医 療  
枚 関 名 称  
所  在  地  

記入時刻   

不敏謹理由  

拒否者署名  初診時程度  
□死 亡：初診時死亡が確認されたもの  

口重 症こ三週間以上の入院加療を要するもの  
口中等症：傷病の程度が重症又は軽症以外のもの  

口軽 症：軽症で入院を要しない  

死亡確認医師署名  
死亡確認時  

医師署名  

b
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い
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．
k
 
d
■
Ⅷ
■
 
 

□往診医師 □臨場医師 □医師要請医師  

死亡確認 確認時刻  

救急要請の概要  

現場到着・接触時  

の状況  

現病名こロ無し口有lク 病名：  既往症：D無しD有り 病名二  

通院医療桟関：  
傷病者情報  

自覚症状等：ロ有りロ不明：理由  

痛みの部位：  性状：  

主 訴 等  

□他（   ）  □側臥位二右・左 口座位 口半座位  状態二□立位 □仰臥位  

表情：□正常 □苦悶 口興奮 □無表情 □泣く □他（  ）  

顔貌‥□正常 □蒼白 口紅潮 ロチアノーゼ ロ黄症 口発汗 口冷汗 □他（  ）  

出血：□無し □有り：口外出血 部位‥  口吐血 □喀血 D下血 □性器出血 □皮下出血 口鼻出血  
□その他（  ）出血量二（少 中 多）ロ創傷・種類 部位‥  

／嘔吐：□無し□有り 嘔気：□無しロ有り  痙攣：ロ無し □有り 性状：  

失禁：ロ無し 口有り（大・小）□不明  

四肢変形：□無しロ有り：部位  

口熱傷：Ⅲ度  ％部位：  

救
急
隊
現
着
時
の
所
見
 
 

／麻薄 口無し□有り：部位  

Ⅲ度  ％部位  

死亡徴候：□四肢硬直 □死斑：部位  口他  
ハ～イスタンク■－CPRの状況  心停止の目撃   初期ECG  

□ 無し ロ 有り  

実施者：□家族 □他（   ）  

資 格：（  

CPR口頭指導：ロ無 口有り  

ロ救急隊 口指令員  

□他（  ）  

□ 無し □ 有り  
目撃者：口家族 □救急隊 □消防隊  

□VF □Ⅴで ロPEA  

ロ心静止 □Sinus  

□その他（  

1
，
．
い
ぃ
一
■
＿
卜
－
一
．
－
＝
 
一
■
「
一
 
 

□他（  

目撃時刻  
心停止の推定原因  

□推定 口確定 口不明  

性状：□突然□徐々に□不明  
□非心原性（  

□心原性  

推定原医トロ頭痛 口胸痛 口腹痛  
□悪心 □発熱 ロヘ’－スメーカー ロニl・ロ  

ロ他（  ）ロ既往歴  

処置内容：□気道確保 □人工呼吸  

□心マ ロAED  

□他（  ）  

他の市民処置：□移動 口保温 口創傷処置 口止血処置 □その他（   ）実施者：D家族 □他（  

病院選定・経過等  
連絡開始時刻  選定者：口数急隊 口本 部 □本 人 口家 族 □医 師 □他（  

病
院
選
定
等
 
 

b
「
〓
†
い
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一
磨
ト
「
ピ
ー
k
リ
．
d
－
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病院決定時刻  病院選定経過：  
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（一   ＝  ▲」  

モ㌣妻倍量力記環亘  

露  
迂  ［：こコ ニ’F  

1   

過   桂   要請医師名： 病院選定：□医師□救急隊□本部  

同乗管理口医師同乗□看護師同乗□その他   内  富   
庸脈路確保  荘土偶ル  医師連携による  

へ〃土  産・盲†引見  ロ天施□芥天ノ地〈㌦ロ  

実施場所 欄  

）  （ ） 実施者氏名  

実施時刻  
Ⅴ 投与経路  

□単相性波形 ロ チュイ  G  口径静脈路  

ロその他  波形   
＝一 投与量（ ）mg－－‾‾‥…－‾‾…‾‾‾‾▼一‾  宮古痙首臼 

）回‾‾‖‖‖‾‖‾…一‖】一‖  
－－…－－－・－・－－‥＝‥‖－‾‾－←■‾‾‾－】‾‾‾‾  投与回数（  

（J  ） 経鼻  

2回目  サ頼～ 1nmカブ容量  －－←－－－＝‥‾‾‾…‖▼‖‖一‖▲‾‾‾‾▼▼…  

中止・未実施理由‥  
（J  ） ml   

固定位置   
‾‾‾‾…‥‖－‾…‖▼‖一‾‾▼‾‾－‾‾‥‾…  ■－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一－－－一一一－－－－－－‾一  

救  3回目  

（J 
■■－－一一－－－一－－－－－－－－－－－、＋＋■▲一一一一－－－－－ 

）c里 ＿＿＿＿＿＿‥＿■＿＿＿‖＿＿＿＿＿■‥   
同  確認時刻  実施場所   

■◆一－一一－－－－一－－←－－－－－－－－－－－－－一一－－一一■  

p  P  

（  
）   

■－一一一一－－－－－－－－－－■＋＋■－－【－－－－－－－▼■＋＋一■－－－｝ 
4回目  

実施者‥口数命士 □認  

定救命士 □医師  

氏名  

（J  ）  

5回目  

（J  ）  

6回目  

（J  ）  

：  

中止∵未実施理由  

実施時刻  
実施者ニロ救命士 □医師  

氏名  

換気こロバソクロ人工呼  

吸器  
0ヱ ？ニ／m 回／皿  

口中止 □抜去 理由：  

実施者：□1□Ⅲロ標準  

□救命士□認定救命士  

□医師  

氏名  実施者：□救命士  

□医師  

氏名  

□受けられず □宋要請 理由  

要請時刻・内容  指示要請  
その他医  

師からの  

指導内容  

指示・指導医氏名  

指示・指導内容等  所属病院  

連携活動等  
□消防隊連携  

□DrCAR連携  
□Drヘリ連携  

ロヘリ連携  

□救助水難活動   

その他適用  
必要事項  



検証票  
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J  

検証票  

要請医師名 ㌦〆一一  
病院う窒在ニロ医師 口故意陪 口車部  

同乗管理・□医師同柔 □看護師同薫  ■吐 

楽剤投与  携 
＼㌧」  
古土 班別己  

実施口中止 売実相コ止  

）  

ノ   
咽頭ユ了ウ   

ノ  

、部位   施時刻  

G  投与経路  
ンヒ、－子ユー  

口径静脈路  

口その他  中止・未実施理由＝  
）汀1g  

＿＿‖＿‥＿■‖▼  投与量（  

＿‖‖＿▼‖▲‖ ＿＿■＿■…‥＝・－－・－－－一  段与回数（  ）回 ‥‾▼‖‥   

＿＿▼＿＿＿▼＿＿▲‥‖ ‖‥－－－－－－＝一－－＝… 中止・未実施理由＝  
筈重  

■■■ 一一－－－－－トーーーーーーーーーーーーー▲  

■■一－－－－－－ 一－－－－－一一－－－－－－－－－一－－‾  

■■一－－－一－一一一一一一一－一一－－－－－‾  

一一一－‥一一－一   

実施者‥□救命士 □医帥  

）  氏名  実施者ニロ救命士 口認  

定救命士 □医師   

人工呼吸  氏名   

回／m   

〕空由二  

【口標準  

女命士口医   

□その他  

による  

気道確保  

所 □用十   

（  

；V」T ロロ咽頭ユ丁ウェイロ鼻咽竣ユノワ   

ユイ   － 
二相 □LM □WB ロコンヒ、子コ′   

＋十十   

） □その他   

▼－－－－－－－－「一－－－■‾  

］口語   

畠   

ノ  号け  ml－1カブ雲量   

】111l   

） 固定位置   

Cm ＿←＿‖←＿【－＝   

実施場所  

（   

実施時刻  

ロ  ≡ 

換気：ロバックロ人工呼吸  

tコ医     器  

○っ‡三／m 回／m  

口中止 □抜去 理由二  

実施者‥□了□ロロ標準  
□救命士□認定救命士口医  

師  

し工＿．ウ  ⊥一し′p   

凸置記入欄  

♪也   

r  

［コVF  □pulseless  

確認時刻  
口車相性波形  
性波形  

J
 
7
U
 
T
J
 
 

1回目  

2回目（  

3回目（  

確認時刻  

4回目（  

5回目（  

6回目（  

結果・  

J
一
．
J
 
▼
．
J
 
 

中止・未実施理由  

口受けられず □未要請 理由  

要請時刻・内宕  指示一指導医氏名   

指示・指導内容等  

時間経過  

▼－－－－－－一－－－－－一一－－－ －－＝－－－－－－－－－一一一一－－－－－一－－－－…－一－■■・一■－一 叩一一－－－－－一一－－－－－一一－－川－－－－－一一－－－＝－－－－－－－－－－－一－－▲  

■■■－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－ －－－－－－－－－－－－一－－－－－－一一－－一＝－－－ －←－－－－－－－－－－－－－叩－一一一一－－－－－－－－＝一－－－一一－－－－－－－－－－－－－一－－  

処
置
の
経
過
 
 

連携活動等  
口消防隊連携  

□DrCAR連携  
ロDrヘリ連携  

ロヘリ連携  
口救助71く菓酎吉勒  

置
斯
 
 

処
判
等
 
 

検証年月   年 月  日  

検証医 所属  医療後閑選定  
口 標準  

□ 署等で確認  
□ 事例研究等を考慮  
□推奨症例  
口稀・参考症例  

□要改善  

処 置  
□ 標準  

口 署等で確言悪  

口 事例研究等を考慮  
口推奨症例  
口積・参考症例  

口雲改善  

判 断  
□ 標準  

口 冨等で確認  
□ 事例研究等を考慮  

□推奨症例  
口椋・参考症例  
□要改善  

観 葉  

□ 標準  
□ 署等で確認  

□ 事例研究等を考慮  

□推奨症例  
□稀・参考症例  
□雲改善  

検言正医所見  

救急技術  
指導者所見  

月   日   記入年月日  年  

36  救急救命士  
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救急活動記録裏口榛証票項員臆開音る補選説明  

1）  。病院収容し、医師に引き継いだ時刻を記載する。   
引継日時  （4枚目まで複写）   

Q隊長氏名を記載する。   
。救急車に乗車している救急救命士氏名を記載する。隊長が救急   

出場番号   （4枚目まで複写）  

）   d“隊で2名以上を搬送した場合は、2鵬1、2－2と記載する。  
裏病者番号   （4枚目まで複写）  

5）  急病 疾病によるもので、救急業務として行ったもの。  

事故種別  
（4枚目まで複  

写）   
傷   

交通事  全ての交通機関相互の衝突、接触、単独、歩行者と交通  

機関の事故  

転院搬  

送   

加害   故意に他人によって傷害等を加えられた事故  

労災   各種工場、事業所、作業場、工事現場等において就業中  
に発生した事故  

火災   火災現場において直接火災に起因して生じた事故  

水難   水泳中（運動競技によるものを除く）の溺音叉は、水中  
転落等による事故  

自然災  暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火、雪  

崩、地すべり、その他異常な自然現象に起因する災害に  

よる事故をいう。  

運動競  

技   している者、審判員及び関係者の事故（観覧中の者が直  
接運動競技用具等によって負傷したものは含み、競技場  

内の騒乱によるものは含まない。）  

自損   故意に自分自身に傷害等を加えた事故  

医師搬  

送   

資器材  

搬送   

その他  救急車不搬送件数のうち、救急事故に分類不能のものを  

含む。   
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場所を記載するが、撞壷  
活動記録票では要言毒を受け、出場した  

十 盟完  コ に廿必垂のない倍鶉で：ぁり 個人情報にかかわる部分であるこl   

」とから、複写されない方法をとる 。   

（1枚目と3枚目が複写1   

発生場所  所、浴室、体育館、，事務室、、交差息、歩道、中庭L、河川敷等）  

（4枚目まで複写）   

名を記載する部分（免許証、   7）      c事故の発生場所、．急病人の居る場所を記載する。（例：居室、台           8）      ∂活動記録票では傷病者の住所レ氏  傷病者    健康保険証、本ノしから若しくは関係者から聴取できた場合）   
住  戸  c土証には必董のナ戸い情報であり 複写されない方法をとる。   

氏  名  （1枚目と3枚目が複写）   

ゥ活動記録票では、傷病者の連絡電話番号、性別、生年月日、年   

齢、職業を記載する。（1枚目と3枚目が複写）   

9）     性  別     年  齢  ■検証票では、性別、年齢、職業が記載されていれば検証は可能   

職  業  である。その他の情報は個人情報にかかわる部分であることか  

ら、複写されない方法をとる。   

10）  。傷病者を搬送した医療機関の名称、所在について記載する。   
収容医療機関名  

称  

所在地  
11）  ・初診時の診断名及び記入した時刻を医師により記載してもらう。   
初診暗傷柄名  

（4枚目まで複写）   

12）  ・初診時診断名を記載した医師により署名してもらう。  

医師署名   （4枚目まで複写）  

13）   。初診時診断名を記載した医師により記載してもらう。（4枚目ま  

初診時程度   
で複写）  

14）  ・活動記録票（3枚目）のみ、他の様式と異なる部分で、傷病者が  
初診医の所見等      搬送を辞退し不救護扱いとなった場合、本人若しくは家族等よ  

及び拒否者署   り辞退した理由を記載していただき署名をいただく。  
名・理由   d活動記録票（3枚目）のみ、他の様式と異なる部分で、救急現場  

において医師により死亡が確認され、杢救護扱いとなった場合  
に、死亡確認をおこなった医師により署名してもらう。  

15）   ・外因性の場合は、事故の形態、．概要及び傷病者数について記載  
救急要請の概要   する。  

・内因性の場合は、現病歴、救急要請に至った主な理由及び病気  

の経過について記載する。  

。転院搬送の場合は、救急搬送となった理由、要請医療機関での  

傷病名を、資器材搬送の場合は、医療資器材の搬送先、品名、  

個数について記載する。   
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16）   n傷病者接触時の状態を具体的に記載する。   

現場到着時接触  っその他に傷病を、救急隊への二次的災害、救急・救助に係わる   
時の状況   情動障害、周囲。関係者の状況、市民による応急手当が行なわ  

れていた場合その状況についても記載する。   

17）   t既往歴、現病歴、入院歴、通院先病院名、事故の起因に係わら   

傷病者情報   ず、傷病者に関する事項について記載する。  

（本人若しくは、家族からの聴取事項などについて）   

18）   。本人からの訴えについて、記載する。   
主訴等   

。意識障害があり聴取できない場合は不明で麺由を記載する。  

。家族からの確実な情報があれば、．内容と情報源（情報提供者名、  

続柄等）を記載する。   

19）   。傷病者に接触し外観観察した結果にづいてチェックする。   
救急隊現着時の  出血量については、生命に危険を及ぼす量の場合（多）、疹出的   

所見   ．で少量の場合（少）、それ以外の場合（中）と記載する。   

20）   。ウツタイン様式に準ずる項目に関して、傷病者に接触した直後   

初期ECG所見   のECGモニター所見について記載する。   

21）   。ウツタイン様式に準ずる項目に関して、非心原性と心原性の有   
心停止の推定原  無について記載する。状況から心原性と推定した要件について、   
因   現病歴、既往歴について知り得た情報を記載する。   

22）   ・現着時に家族等から聴取した発症直後の目撃情報により時刻、   
心停止の目撃   性状等を記載する。倒れるところを目撃し、その時刻が正確で  

あれば「確定」にチェックをいれる。「推定」は倒れる以前の行  
動を目撃しており、倒れたところは目撃していない場合にチェ  

ックをいれる。「不明」はいつ倒れたか予測がつかない場合にチ  

ェックをいれる。（例：会社から帰宅したところ、台所で倒れて  

いた。）   

23）   ー市民処置のうち、心肺蘇生法に関する記述。家族、同僚、友人、   
バイスタンダー  通行人等実施していた人、内容について記載する。もし、資格   

CPRの状況   等の保有者であればその内容について、資格欄に記載する。（医  

療従事者、上親政命講習受講者、日赤指導員）  

・119番通幸即寺口頭指導による、テレフォンCPR等の情報が  

あれば、誰により行われたかを記載する。  

。その他に行われた市民処置の状況、実施者についてチェックす  

る。   
24）   ・自己隊で選定、本部に依頼など、選定者の種別を記載する。達   
病院選定経過   絡開始時刻と決定時刻を記載する。   

25）   ・一癖、病院収容したが、傷病者の状態、病院の状況から他の病   
転送経過   院へ直ちに搬送する必要が生じた場合に記載する。  

・要請医師、要請病院、要請理由、医師同乗管理、看護師同乗に  
ついて記載する。  

・
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除細覿を実施Lた場合に記載する。適応波形の種類と確認時刻、  

積載している除細勤器の種別を記載する「ノ  

除細動施行6回までの実施状況についてジュール数を記載し、  

実施できなかった場合は状況を具体的に記載する。  

救命処置の項目に関しては＿、ドクターヘ リ．．ドクタ」 カー一等と  

実施者の欄に「医師」の項目を設けた。  し／／」‾プぞ万 ⊂コ ご－ ■‾「フ↓てご、 ノ王〕7ラ    し一′ し   

急 

27）  土気道確保を実施した場合   

気道確保  実施した場合チェックを   

ロ気道確保に用いた器具の   

し換気方法及び酸素流量、   

。何らかの状況により気道   

した場合はその状況を記   

。資格に応じた処置につt   

28）  ト静脈路確保を実施した場   

を記載する。  救命士を問わず氏名  

に記載する。「用芋」による気道確保を  

して、その方法について記載する。  

種別について記載する。  

回数について記載する。  

又は回復により中止  董確保器具を変更、  

戟する。  

を記載する。  いて実施した者は氏名  

合に記載する。  

静脈路確保  実施場所、時刻、実施者、穿刺した血管部位、使用した留置針  

の太さについて記載し、実施できない場合、中止した場合は理  

由を記載する。  
実施したものは医師、救急救命士を問わず氏名を記載する。  

薬剤投与を実施した場合に記載する。  

実施場所、時刻、実施者、投与経路、投与量、投与回数につい  
て記載し、実施できない場合、中止した場合は理由を記載する。  

実施したものは医師、救急救命士を問わず氏名を記載する。  

医師と連携し、医師の行った除細動、気道確保、静脈路確保、  

以外の医療処置について記載する。（例、緊急薬剤の使用、輸液、  

外科的処置等）  

医師が直接記入することが望ましい。  

30）  

医師との連携医  

療処置記入欄  

指示要請の際、医師から指示された特定行為の内容、その他に  

搬送中の傷病者管矧′こ必要な指導事項について記載する。  

指示要請を行った救急救命士の氏名、要請内容を記載する。  

指示を行った指導医の所属病院、氏名について記載する。  

31）  

指示要請その他  

医師からの指導  
内容  

由に区分けし、傷病者のバイタルサイン  縦線を入れて自   32）  
観察処置の経過  の変化について、実施した処置とその判断、時間について記載  

する。  
時間経過の説明  

覚知：消防機関が救急事故を確認した時刻  

（※ウツタイン様式を導入していろ地区では、入電時間を別途記録することも   

考えられる。）  

出場：119番通報の内容が消防署所等に指令され、待機している  

所から動きだした時刻  

現着：出場指令番地の建物、及びその周辺に到着した時刻  

接触二観察開始時刻を意味する。傷病者に接触した時刻  
現発二傷病者を救急車に収容し、救急現場から出発した時刻  

病者：病院に到着した時刻  

収容こ傷病者を医師に引き継いだ時刻  
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33）  。検証を実施した医師の氏名、、所属病院、．検証年月日を記載する。   

検証医師記．入欄   D観察、．判断、．処置、医療機関選定の4項目において検証を実施  

する。  
・各項目の説明  

「標準」  

t適切であった  
。活動基準どおり  

・特記事項なし  

「署等で確認」  

。活動基準どおりか要確認  
‘事例研究に取り上げるまでは至らないが、円滑な救急活動を  

目標に本部または署で症例を確認する。  

「事例研究等を考慮」  

。推奨事例、稀。参考症例など、今後の救急活動に活用でき  

る症例で、各隊に周知する必要のあるもの。  

「要改善」  

・救急活動にかかわる検討事項が見られた場合。  

34）   。救急活動全般に対しての検証医からの指示事項について記載す  

検証医所見   る。  

35）   。消防機関における救急業務の監督者及び指導者的立場にあるも  
救急技術指導者  ので、医療機関と救急隊の連絡をとりまとめ、救急業務管理的  

所見   立場からの検証及び医学的観点からの検証結果に基づく改善・  

指導を行なう。  
。検証医に対して、救急隊から検証を依頼する場合や、■検証医や  

初診医に対して救急隊の活動を基準等に照らし説明する場合な  

ど、その内容について記載する。  

36）  ・検証を受けた内容について、確認し署名する。  
救命士確認欄  

37）  ・救急隊員氏名を任務別に記載する。  
救急隊員氏名  

その他   特定行為実施時、及び必要に応じて心電図波形、SpO2モニター結  

果を添付する。  

各様式の使用方法  

※1 4枚綴りの複写式になっているが、部分的に複写されない箇所もある。  

※2 救急活動記録票と検証票は全て同一の項目ではないことに、ご留意願い  
たい。  

※3 初診医の所見、意向が検証対象症例の選別や検証作業の過程に反映されるような様式と  

その運用が望ましい。  

1枚目 搬送確認書（医療機関控え）  

・主として医療機関が救急隊によって搬送された傷病者を受け入れたことを記録し、搬送直後   

の傷病者情報を医師に引き継ぐための書式である。  

4枚綴りの状態で、必要事項を記入後、初診医師に提出し、傷病名（疑いなども含む）、傷   

病程度を記入してもらう。  

初診医から救急活動に対する意見等を事後検証に反映させる。  

2枚目 搬送確認書（救急隊控え）  

救急隊が医療機関に傷病者を搬送した射とを記録する様式である。  
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傷病者の医療横間への収容時、．連絡要否の判断（検証対象症例との判断）が下されれば＼1  

枚冒（医療機関控え二）のみを医療機′関へ提出する。   

その場で診断名が記載できず、連絡雲否 の判断が下されない場合、1枚目（医療機関控え）   

2枚目の（救急隊控え）を医療機関に提出し救急隊は帰署、、．後日2枚目の（救急隊控え）を回   

収に出向き、、その際に初診医からの意見等が記入されていた場合、検証の要否を確認できる。   
検証の必要があると判断した場合検証票に添付し．事後検証で活用する。  

3枚目 救急活動記録票  

c 帰署後、必要事項を記入し、救急活動記録票として署所で保管する。  

4枚目 検証票  

。原則として心肺機能停止症例を検証対象としている場合は、、心肺機能停止症例全例の検証票   

が検証医に提出されることとなる。  

，それ以外の症例を検証する場合．、いずれかの段階で（医療機関への収容直後、搬送確認書（救   

急隊控え）、検証票の回収時、など）「要連絡」欄がチェックされ、初診医からの意見が書かれ   

ていた場合 は消防機関における救急技術指導者は、初診医、検討医と連絡を取り、医師の意見   

を踏まえつつ、検証対象として扱う。   

検証医は右頁太枠中の項目（観察、判断、処置、医療機関選定、その他所見）についてそれ   

ぞれ記載する。  
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